
























































































































































高松市 大川郡 木田郡 香川郡 小豆郡
第20回 25,108 17,818 13,314 14,355 10,212
第21回 23,108 17,818 13,314 14,355 10,212
第22回 37,903, 58,291 43,590 48,496 33,836
第23回 48,534 60,428 45,319 49,833 35,259
第24回 61,610 58,526 43,704 48,159 33,875
第25回 76,887 58,473 45,619 50,902 34,498
第26回 75,061 58,114 44,353 49,534 32,979




有権者数 藤本捨助 三木武吉 前川正一 鈴木義伸 宮脇長吉 小西 和
高松市 23,108 4,651 5,150 3,377 3,138 960 610
大川郡 17,818 5,090 1,684 1,970 782 2,259 2,206
木田郡 13,314 2,349 1,397 3,160 1,741 974 1,351
香川郡 14,355 3,679 1,873 2,730 2,053 1,094 464
小豆郡 10,212 950 3,342 751 2,001 242 625
計 62,633 16,719 13,426 11,988 9,715 5,529 5,256
（『第20回衆議院議員選挙一覧』1943年、479-487頁より筆者作成）


























































































































































は 東 南 ア ジ
ア、自由諸国
に 重 点 を お
き、中ソ貿易
も増進する。



























































①1千 億 円 減


















所 得 月 額2万
円以下の法人
は減免する。












費 な ど を 削
り、大減税を
行う。源泉徴












































































の 繰 上 げ 実
施、失業者地
区に労務費、






















増 大 を は か
る。公共事業
費、失業対策




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































有権者数 三木武吉 成田知巳 大西禎夫 玉置 實 藤本捨助 福家俊一 織田正信 宮井清香 松村幸之
高松市 74,887 23,969 11,951 9,740 3,937 5,021 3,042 1,165 888 97
大川郡 58,473 10,371 5,657 5,757 4,972 14,188 4,585 2,009 524 1,166
木田郡 45,619 9,709 6,994 9,655 2,851 1,595 2,189 4,009 302 81
香川郡 50,902 10,476 7,039 6,434 4,948 2,219 10,491 829 303 42
小豆郡 34,498 6,845 3,584 1.320 13,613 339 1,843 371 258 29





































































有権者数 藤本捨助 成田知巳 三木武吉 大西禎夫 福家俊一 平野市太郎
高松市 79,991 11,915 15,514 14,861 9,885 6.696 1,773
大川郡 58,968 22,301 6,662 6,849 5,469 4,900 823
木田郡 45,219 4,443 8,184 7,562 10,675 3,787 1,296
香川郡 50,169 4,341 9,033 6,605 7,160 13,939 1,734
小豆郡 32,811 3,232 5,712 7,791 3,766 5,501 441
計 267,158 46,232 45,105 43,632 36,955 34,813 6,607
（『第27回衆議院議員選挙一覧』1955年、580-589頁より筆者作成）
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表７．第27回衆議院選挙における選挙違反党派別検挙数



































































































































































10　田中は第 8 回衆議院議員選挙に政友会から出馬し、 6 回当選した。実




























18　「津雲氏除名問題議会後に持越す」『読売新聞』1943年 3 月 7 日。宮村
文雄「戦時中の三木さん」『新世界』臨時増刊、三木武吉読本第 2 巻第









22　「両区の立会演説要旨」『四国新聞』1955年 2 月 9 日。
23　戦後初の総選挙となった第22回衆議院議員選挙は大選挙区制であった










年 2 月 8 日、「12候補が舌戦の火花」『四国新聞』1955年 2 月 9 日、「きょ

















31　「公明選挙を推進する」『朝日新聞』1952年 5 月 4 日、『毎日新聞』1952











34　「選挙違反をさぐる」『四国新聞』1955年 2 月 4 日、「選挙こぼれ話」
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1955年 2 月 6 日、同記事1955年 2 月 7 日、「公明運動の実体を探る」『四
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